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TSSGO-1701肺切除術後の間質性肺炎急性増悪症例における予後および治療反応性予測因子

についての後方視的検討（多機関共同後方視的観察研究） 

 

１．研究の対象 

2010年1月～2021年10月に当院で非小細胞肺癌に対して外科的切除を行い、術後経

過において間質性肺炎の急性増悪を発症した方 

 

２．研究目的・方法 

間質性肺炎合併肺癌の肺切除術後に間質性肺炎の急性増悪を発症した方の検査結果・

治療内容・治療経過を検討し、急性増悪後の予後や治療の反応性に関連する因子を研

究するためのものです。研究期間は2026年末までの予定です。 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

試料：手術で摘出した組織（肺） 等 

情報：病歴、術前および術後の治療歴、間質性肺炎の治療内容、カルテ番号 等 

 

４．外部への試料・情報の提供 

研究代表施設に試料および情報の提供を行います。その際、個人情報はわからないよ

うに加工し提供いたします。試料・情報管理は研究責任者が行います。 

 

５．研究組織 

当センターを含む大阪大学呼吸器外科診療連携施設研究会（TSSGO）の施設と共同で研

究を行います。 

 

大阪大学呼吸器外科   新谷 康 

近畿大学医学部奈良病院   塩野裕之 

市立吹田市民病院   横内秀起 

JCHO大阪病院    岩崎輝夫 

市立豊中病院    岩澤 卓 

りんくう総合医療センター  大森謙一 

国立病院機構大阪医療センター  高見康二 

箕面市立病院    中根 茂 

大阪警察病院    坂巻 靖 

八尾市立病院    兒玉 憲 

国立病院機構近畿中央呼吸器センター 尹 亨彦 

公立学校共済組合近畿中央病院  楠 貴志 
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市立東大阪医療センター   東山聖彦 

大阪はびきの医療センター  門田嘉久 

堺市立総合医療センター   池田直樹 

西宮市立中央病院   桧垣直純 

大阪急性期・総合医療センター  船越康信 

宝塚市立病院    大倉英司 

KKR大手前病院    前田 純 

星ケ丘医療センター   澤端章好 

国立病院機構刀根山病院   竹内幸康 

吹田徳洲会病院    多田弘人 

日本生命済生会日生病院   冨田栄美子 

大阪労災病院    太田三徳 

守口敬仁会病院    早川正宣 

市立池田病院    須崎剛行 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

＜照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先＞ 

  研究責任者： 

   船越 康信（大阪急性期・総合医療センター 呼吸器外科学 主任部長） 

〒558-8558大阪市住吉区万代東3丁目1番56号 

TEL: 06-6692-1201 

 

研究代表者： 

岡見 次郎（大阪国際がんセンター 呼吸器外科） 

〒541-8567 大阪府大阪市中央区大手前3-1-69 

TEL: 06-6945-1181, FAX: 06-6945-1900 

 

-------------------------------------------------------------------以上 


